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令
和
６
年
度
隠
岐
産
素
牛

東
京
枝
肉
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
５
月
27
日
（
月
）
に
隠
岐
の
島

町
五
箇
地
区
山
田
の
高
橋
清
・
フ
サ
子
夫
妻

の
ほ
場
で
、
新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
強
風
と
雨
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
・
地
元
の
方
々
が

多
数
見
守
る
中
、
厳
か
に
神
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
御
田
植
の
儀
が
始
ま
る
頃
に
は
風
、

雨
共
に
和
ら
い
で
、
石
原
恵
利
子
島
根
県
副

知
事
、
吉
田
雅
紀
島
根
県
議
会
議
員
を
始
め

と
す
る
行
政
の
関
係
者
及
び
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
よ

り
石
川
寿
樹
組
合
長
が
出
席
す
る
な
か
、
地

元
の
支
援
者
や
早
乙
女
を
含
む
15
名
が
横
一

列
に
整
列
し
て
、
高
橋
夫
妻
か
ら
渡
さ
れ
た

苗
を
丁
寧
に
手
植
え
を
行
い
、
滞
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
９
月
に
抜
穂
式
な
ど
の
神
事
を

執
り
行
い
、
10
月
に
は
皇
居
へ
の
献
納
式
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

隠
岐
農
業
振
興
協
議
会
と
隠
岐
牛
生
産
拡

大
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
６
月
17
日
（
月
）、

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
隠
岐
産
素
牛
東
京
枝
肉
研

究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
隠
岐
産
子
牛
の
肥
育
牛

と
し
て
の
特
性
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
素
牛
購
買
者
の
評
価
な
ら
び
に
食
肉
市

場
で
の
隠
岐
産
牛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
素
牛
生
産
者
に
よ
る
検
証
と
技
術

研
鑚
に
よ
る
隠
岐
産
子
牛
品
質
向
上
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
度
よ
り

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
と
な
る
今
年
度
は
、
全
国
か
ら
29

頭
の
隠
岐
産
素
牛
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結

果
、
去
勢
の
部
で
中
国
牧
場
（
奥
出
雲
町
）

の
「
福
久
１
」
が
最
優
秀
賞
に
、
雌
の
部
で

は
島
根
農
場
（
大
田
市
）
の
「
ふ
ゆ
び
」
が

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
東
京
食
肉
市
場
の
早
瀬

部
長
よ
り
「
今
回
の
出
品
牛
も
前
回
に
比
べ

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
肉
質
も
優
れ
て
い

た
。
相
場
が
低
迷
し
て
お
り
、
和
牛
を
食
べ

る
機
会
が
非
常
に
弱
く
国
内
消
費
力
が
落
ち

て
い
る
。
売
れ
る
産
地
牛
が
絞
ら
れ
て
い
る

状
況
の
中
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
購
買
者
か

ら
も
好
評
で
是
非
継
続
し
て
頂
き
た
い
」
と

講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
生
産
者
と
購
買
者
、
関
係
機
関

営
　
農
　
情
　
報

新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
式

と
の
意
見
交
換
が
あ
り
、
隠
岐
で
生
ま
れ
た

牛
に
大
い
に
魅
力
を
感
じ
て
い
て
、
購
買
者

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
素
牛
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
今
後
も
管
内
生
産
者
や
関
係
機
関
と

一
緒
に
な
り
、
魅
力
あ
る
隠
岐
ら
し
い
素
牛

生
産
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
報
告
／
経
済
課
）

（
報
告
／
経
済
課
）
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令
和
6
年
隠
岐
農
産
物
生
産
者
協
議
会
・

椎
茸
部
会
島
外
視
察
研
修
会

　

隠
岐
農
産
物
生
産
者
協
議
会
椎
茸
部
会
で
は
、

会
員
間
の
親
睦
や
、
栽
培
技
術
の
向
上
、
安
全
安

心
な
物
作
り
を
目
的
に
、
令
和
６
年
６
月
12
～
14

日
（
２
泊
３
日
）
に
か
け
て
、
４
名
の
生
産
者
に

ご
参
加
い
た
だ
き
島
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
浜
田
市
と
出
雲
市
の
視
察
を
行
い
、
浜

田
市
の
視
察
先
で
は
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
で
９

回
島
根
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
岩
地
正
男
氏
の

ホ
ダ
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
ホ
ダ
場
は
２
ヶ
所
あ

り
、
隠
岐
に
は
無
い
人
工
ホ
ダ
場
と
他
の
生
産
者

と
共
同
で
使
用
し
て
い
る
ホ
ダ
場
が
あ
り
、
初

め
に
人
工
ホ
ダ
場
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
幅
20

ｍ
・
奥
行
25
ｍ
・
高
さ
３
・
６
ｍ
あ
り
、
ホ
ダ
木

4
，0
0
0
本
か
ら
6
，0
0
0
本
を
九
州
か
ら

１
本
4
0
0
円
で
購
入
し
て
お
り
、
毎
年
５
０
，

0
0
0
か
ら
６
０
，0
0
0
駒
の
植
菌
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
人
工
ホ
ダ
場
の
骨
組

み
は
、
ハ
ウ
ス
の
部
材
が
多
く
使
用
さ
れ
、
天
井

は
ビ
ニ
ー
ル
で
は
な
く
遮
光
ネ
ッ
ト
で
作
ら
れ
た

カ
ー
テ
ン
の
様
な
物
で
屋
根
を
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
散
水
設
備
、
ホ
ダ
木
を
覆
う
シ
ー
ト
等
を

完
備
し
て
お
り
、
乾
椎
茸
品
評
会
の
出
品
物
を
中

心
に
良
品
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

令
和
６
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
が
出
雲
市

で
開
催
さ
れ
48
点
の
出
品
の
な
か
か
ら
、
優
秀
賞

６
点
、
優
良
賞
５
点
、
佳
良
賞
10
点
の
合
計
21
点

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
隠
岐
か
ら
は
２
名
の
生
産

（
報
告
／
経
済
課
）

者
よ
り
６
点
が
出
品
さ
れ
、
優
秀
賞
２
点
・
優
良

賞
１
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
の

隠
岐
の
受
賞
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

隠
岐
地
区
本
部
で
は
、
令
和
５
年
度

よ
り
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
で
、
隠
岐
の
島
の
利
点
を
生
か
し

た
新
規
作
物
と
し
て
「
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ

ツ
」
の
栽
培
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
と
は
、
世
界
３
大

ナ
ッ
ツ
の
一
つ
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
海

外
産
で
、
内
95
％
は
ト
ル
コ
産
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
長
野
県
で
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
が
商
業
的
な
生
産
は
始
ま
り
つ

つ
あ
る
状
況
で
す
。
し
か
し
２
０
２
２

年
の
春
時
点
で
苗
の
供
給
業
者
の
情
報

で
は
、
沖
縄
県
を
除
く
全
国
で
５
１
５

軒
の
農
家
が
最
高
級
品
と
言
わ
れ
る
品

種
「
ト
ン
ダ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
」
を

９
１
０
０
本
、
約
22
ha
の
面
積
で
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
的
に
は

猪
が
苗
木
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、
鹿
の

食
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
電
気
牧
柵

の
設
置
な
ど
対
策
が
必
要
で
す
が
、
獣

害
の
な
い
隠
岐
の
島
で
は
そ
う
い
っ
た

対
策
が
不
要
、
ま
た
収
穫
（
自
然
落
下

し
た
実
を
拾
い
集
め
る
）
し
て
か
ら
も

日
持
ち
が
す
る
た
め
ま
と
め
て
出
荷
で

き
る
な
ど
、
隠
岐
の
島
で
の
栽
培
に
適

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
の
島
も
、
今
後
、
ま
す
ま
す
少

（
報
告
／
経
済
課
）

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の

栽
培
振
興
に
つ
い
て

優
秀
賞
全
農
麦
類
農
産
部
長
賞

�

こ
　
う
　
こ
：
河
瀬
　
正
輝
　
殿

優
秀
賞
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

�

こ
　
う
　
こ
：
芳
野
　
正
彦
　
殿

優
良
賞
島
根
県
椎
茸
生
産
者
組
合
協
議
会
長
賞

�

茶
花
ど
ん
こ
：
芳
野
　
正
彦
　
殿

子
高
齢
化
が
す
す
み
耕
作
放
棄
地
が
増

す
こ
と
へ
の
懸
念
と
対
応
が
求
め
ら

れ
、
後
世
の
こ
と
ま
で
考
え
農
地
の
有

効
利
用
を
検
討
す
る
中
で
無
農
薬
、
無

消
毒
、
肥
料
な
し
、
水
や
り
な
し
で
コ

ス
ト
削
減
、
身
体
的
負
担
軽
減
の
見
込

め
る
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
に
着
目
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

収
入
的
に
は
長
野
の
一
例
で
す
が
、

10
ａ
で
40
本
の
苗
木
を
植
え
た
場
合
９

年
目
か
ら
殻
付
き
で
２
０
０
ｋｇ
の
収
穫

が
見
込
め
、
そ
の
ま
ま
だ
と
概
ね
16
万

円
、
殻
を
剥
け
ば
32
万
円
の
収
入
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

５
年
度
に
つ
い
て
は
営
農
座
談
会
や

支
店
運
営
委
員
会
な
ど
に
出
席
さ
れ
、

栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方
６
名
で
僅
か
な

本
数
で
は
あ
り
ま
す
が
栽
培
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

６
年
度
の
希
望
者
に
は
、
隠
岐
農
産

物
生
産
者
協
議
会
の
花
卉
・
果
樹
部
会

（
年
会
費
３
千
円
）
に
加
入
頂
き
、
長

野
の
農
産
加
工
会
社
と
連
携
し
説
明

会
、
研
修
会
を
開
催
、
今
年
の
冬
に
は

苗
木
を
斡
旋
し
普
及
を
進
め
て
行
く
予

定
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
興
味
が
あ
る
、
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
下

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

経
済
課　
☎
２
‒
1
1
3
3

　
　
　
　
担
当
：
戸
田
、
梅
津
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
地
区
本
部
で

は
、
令
和
７
年
３
月
を
目
途
に
、

現
在
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
地
区
本

部
（
隠
岐
支
店
）
事
務
所
の
新
築

移
転
の
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
よ
り
建
築
工
事
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
６
月
24
日
（
月
）
に
各

工
事
関
係
者
及
び
Ｊ
Ａ
関
係
者
が

集
ま
り
、
引
渡
し
予
定
の
令
和
７

年
１
月
末
ま
で
の
完
成
と
工
事
の

安
全
祈
願
に
向
け
て
起
工
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
地
区
本
部
新
築
工
事
起
工
式
を
開
催

米
一
握
り
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
で
は
、
昨
年

同
様
２
ト
ン
を
超
え
る
玄
米
を
集

め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
子
ど
も
食
堂

な
ど
へ
寄
贈
す
る
こ
と
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
活
動
の
趣
旨
は
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
女
性
部
全
体
と
し
て
取
り
組

む
S
D
G
s
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

４
月
22
日
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
地
区

本
部
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐

女
性
部
部
長
の
藤
田
ヤ
ヨ
イ
様
よ

り
、
隠
岐
の
島
町
婦
人
会
、
み
ん
な

の
食
堂
会
長
藤
田
千
鶴
様
と
副
会
長

篠
原
カ
ズ
子
様
、
両
名
に
お
米
20
㎏

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
ヤ
ヨ
イ
様
が
「
生
産
者
が
育

て
た
お
米
で
す
。
有
効
に
お
使
い
く

だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
藤
田

千
鶴
様
は「
有
効
に
活
用
致
し
ま
す
」

と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）
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・
健
康
散
歩

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
気
に
か
け
ず
す

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
は
畑
仕
事
で
鍛
え
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。

　

食
事
は
魚
、
卵
、
大
豆
は
食
べ
て

い
る
し
少
々
の
酒
で
ど
う
に
か
も

て
て
い
る
よ
う
で
す
。

�

（
上
西
・
Ｈ
さ
ん
）

～
読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

　
　
　

ご
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

お

便

り

コ
ー
ナ
ー

～
た
く
さ
ん
の
お
便
り
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
～

隠
岐
支
店
に
て
年
金
・
相
続
・

資
産
形
成
相
談
会
を
開
催

隠
岐
地
区
本
部
総
代
説
明
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
地
区
本
部
で
は
６
月

13
日
、
隠
岐
支
店
に
お
い
て
「
年
金
・
相

続
・
資
産
形
成
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
午
前
中
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
名
の
相
談
者
に
ご
来
店
い
た
だ

き
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
本
店
「
年
金
・
相
続
・

資
産
形
成
」
担
当
職
員
に
よ
り
、
年
金
や

相
続
手
続
き
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
点
な

ど
に
つ
い
て
、
相
談
対
応
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
で
は
、
地
域

の
金
融
機
関
と
し
て
、
今
後
も
年
金
請
求

の
お
手
伝
い
や
相
続
に
関
す
る
ご
質
問
や

お
困
り
ご
と
の
相
談
受
付
、
資
産
形
成
の

ご
案
内
な
ど
、
幅
広
い
組
合
員
・
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
特
に
離
島
で
あ
る
隠
岐
地
域
で
は
、

よ
り
専
門
的
な
個
別
相
談
や
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
等
が
少
な
い
と
考
え
、
当
地

区
本
部
で
は
、
今
後
も
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
利
用
者
が
ど
こ
で
も

気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

６
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
よ
り
隠
岐
島
文
化
会
館
２
階
集
会
室
に
お
い

て
、
隠
岐
地
区
本
部
管
内
の
総
代
及
び
支
店
運
営
委
員
を
対
象
と
し
た
総
代

説
明
会
を
開
催
し
、
46
名
の
総
代
及
び
支
店
運
営
委
員
の
方
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
説
明
会
は
、６
月
30
日
（
日
）

に
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
る
第
10
回
通
常
総
代
会

に
先
立
ち
、
地
区
別
の
説
明
会
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
出
席
者
全
員
に

よ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
唱
和
・
役
員
挨
拶

の
後
、
本
店
役
員
よ
り
第
10
回
通

常
総
代
会
に
上
程
さ
れ
る
第
１
号

議
案
か
ら
第
９
号
議
案
、
そ
の
他

議
案
、
総
代
定
数
見
直
し
等
に
つ

い
て
、
佐
々
木
本
部
長
よ
り
令
和

５
年
度
事
業
報
告
、
令
和
６
年
度

の
事
業
計
画
、
隠
岐
地
区
本
部
で

の
取
り
組
み
事
項
な
ど
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
総
代
か
ら
は
、
特

に
ご
質
問
・
ご
意
見
も
無
く
閉
会

し
ま
し
た
。

（
報
告
／
隠
岐
支
店
金
融
課
）

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

■ ■ ■■ ■ ■ ■■隠 岐 地 区 本 部 情 報

13



14



15




